
「
岡
目
一
目
」

　

森
繁
久
彌
の
「
知
床
旅
情
」

は
名
曲
だ
と
思
う
。
こ
の
曲
が

使
わ
れ
た
映
画
「
地
の
涯は

て

に
生

き
る
も
の
」
で
、
厳
寒
の
番
屋

に
一
人
猫
と
暮
ら
す
オ
ホ
ー
ツ

ク
の
老
人
の
哀
愁
を
、
森
繁
は

み
ご
と
に
演
じ
た
。
オ
ホ
ー
ツ

ク
の
海
の
向
こ
う
に
見
え
る
国

後
島
は
、
還
ら
ぬ
北
方
領
土
の

島
。
知
床
、
ハ
マ
ナ
ス
、
国
後
、

白
夜
と
続
く
言
葉
は
、
人
々
の

心
に
深
く
残
っ
た
。
人
は
そ
れ

ぞ
れ
の
旅
を
生
き
て
い
る
。

　

加
藤
登
紀
子
が
、
後
日
こ
の

曲
を
歌
い
直
し
て
レ
コ
ー
ド
に

吹
き
込
ん
だ
。
森
繁
は
そ
の
歌

に
、
唯
一
つ
だ
け
注
文
を
付
け

た
と
い
う
。

　

歌
の
終
わ
り
に
「
忘
れ
ち
ゃ

い
や
だ
よ　

気
ま
ぐ
れ
カ
ラ
ス

さ
ん　

私
を
泣
か
す
な　

白
い

か
も
め
よ
」
と
あ
る
が
、「
か

も
め
よ
」
は
「
か
も
め
を
」
だ

と
。「
よ
」
と
「
を
」
で
は
意

味
が
全
く
違
っ
て
く
る
。

　

ロ
ケ
が
終
わ
っ
て
東
京
に
帰

っ
て
行
く
気
紛
れ
な
カ
ラ
ス
さ

ん
は
森
繁
で
、
白
い
カ
モ
メ
は

地
元
の
娘
。
村
の
娘
が
私
を
忘

れ
る
な
と
訴
え
て
い
る
。
だ
と

す
る
と
、
カ
ラ
ス
を
見
送
る
カ

モ
メ
の
言
葉
は
、「
か
も
め
を
」

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。

　

春
ま
だ
浅
い
知
床
に
、
ハ
マ

ナ
ス
の
花
が
咲
く
の
は
ま
だ
ま

だ
先
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
郷
土

の
文
化
を
支
え
て
き
た
文
学
者
の

経
歴
と
功
績
を
紹
介
し
、
今
後
の

文
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
目
的

で
、
毎
年
二
回
の
「
近
代
文
学
館

企
画
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
「
瀧
井
孝
作　

没
後

三
十
年
展
」
と
題
し
、
高
山
市
名

誉
市
民
で
あ
る
瀧
井
孝
作
の
文
学

者
と
し
て
の
生
涯
に
つ
い
て
、
二

回
に
分
け
て
紹
介
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
第
三
部
で
は
、
瀧
井

孝
作
の
俳
人
「
折
柴
」
と
し
て
の

経
歴
を
、
そ
の
作
品
を
通
し
て
紹

介
し
ま
す
。

◇
日
時　

三
月
十
四
日
（
土
）
～

十
五
日
（
日
）　

午
前
十
時
～
午

後
五
時（
最
終
日
午
後
四
時
ま
で
）

◇
会
場　

高
山
市
図
書
館
「
煥
章

館
」
一
階
生
涯
学
習
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

［
俳
人
　
折せ

っ
さ
い柴
］

　

瀧
井
孝
作
は
、
丁
稚
奉
公
を
し

な
が
ら
近
所
の
青
年
に
俳
句
を

学
ん
だ
。
十
五
歳
の
時
に
河か

わ
ひ
が
し東

碧へ
き
ご
と
う

梧
桐
に
俳
句
を
認
め
ら
れ
、
句

誌
へ
の
投
稿
を
始
め
る
。
そ
の
際

号
を
「
折
柴
」（
読
み
は
当
初
は

『
お
り
し
ば
』
で
あ
っ
た

が
、碧
梧
桐
の
勧
め
で『
せ

っ
さ
い
』
と
読
ま
せ
る
よ

う
に
改
め
た
）
と
し
た
。

十
八
歳
の
時
に
高
山
を
飛

び
出
し
大
阪
へ
行
き
、
特

許
事
務
所
に
勤
め
な
が
ら

俳
句
活
動
を
続
け
た
。

　

二
十
歳
で
上
京
し
、
碧
梧
桐
、

中な
か
つ
か塚
一い

っ
ぺ
き
ろ
う

碧
楼
、
大お

お
す
が

須
賀
乙お

つ
じ字
ら

と
共
に
句
作
を
行
う
。
碧
梧
桐
の

句
誌
『
海か

い
こ
う紅
』
の
編
集
な
ど
も
手

伝
っ
た
。『
海
紅
』
へ
の
寄
稿
は
、

昭
和
十
二
年
に
碧
梧
桐
が
死
去
す

る
ま
で
続
い
た
。

　

そ
の
後
も
俳
人
と
し
て
の
活
動

は
続
き
、
昭
和
三
十
六
年
に
編
纂

に
た
ず
さ
わ
っ
た
『
小お

ざ
わ沢
碧へ

き
ど
う堂

句
集
』
が
「
読
売
文
学
賞
」
を
受

け
る
。

　

そ
う
し
た
俳
人
と
し
て
の
活
動

を
基
に
書
か
れ
た
の
が
「
日
本
文

学
大
賞
」
を
受
け
た
『
俳
人
仲
間
』

で
あ
る
。
続
編
で
あ
る
『
続
俳
人

仲
間
』
は
、
昭
和
五
十
九
年
の
瀧

井
孝
作
の
死
去
に
よ
り
、
未
完
に

終
わ
る
。

・
主
な
句
集

『
折
柴
句
集
』『
浮
寝
鳥
』『
雪
間

の
菜
』『
海
ほ
ほ
づ
き
』『
瀧
井
孝

作
全
句
集
』『
山
桜
』

　
（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
抜
粋
）

　
　
　
　

＊　

＊　

＊

　

高
山
市
図
書
館
内
の
「
近
代
文

学
館
」
に
は
、
郷
土
出
身
の
文
学

者
の
資
料
を
収
蔵
、
展
示
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
瀧
井
孝
作
の
書
斎

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
　
催
事
の
お
知
ら
せ

光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
十
五
周
年

記
念
　
特
別
展
『
桜
　
さ
く
ら
　

サ
ク
ラ
～
大
観
、
玉
堂
、
松
園
、

清
方
、
加
山
又
造
他
～
』

◇
日
時　

六
月
九
日
（
火
）
ま
で

開
催
中

◇
会
場　

光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◇
料
金
　
入
館
料
が
必
要

【
記
事
訂
正
の
お
知
ら
せ
】

　

前
号
の
角
竹
氏
の
紹
介
文
冒
頭

の
「
一
八
五
五
年
生
ま
れ
」
は
、

「
一
八
八
五
年
生
ま
れ
」
の
間
違

い
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

を
模
し
た
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

第
22
回 

高
山
市
近
代
文
学
館
企
画
展

瀧
井
孝
作 

没
後
三
十
年
展
第三部

三
月
十
四
日（
土
）・
十
五
日（
日
）




